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現象の究明は遅々として進んでいない (Davidson 2004参照) . 例えば,Reynolds










(Foias et al. 2001参照) . 力学系として乱流を捉えると,その時空間秩序は乱流
に埋め込まれた単純な不変解によって記述され,一方乱れの発生は不変解の不























表すヌセルト数Nu と無次元温度差を与えるレイリー数 Ra との間に Nu\sim Ra^{1/3}
なるスケーリングが成立することが広く知られている (Grossmann &Lohse 2000
参照) . 本研究では,この乱流状態で観測されるスケーリング則を1/ イリー ベ
ナール対流の非線形定常解によって再現できることを明らかにした (Motoki et al.
2019). 発見された定常解は,乱流熱流束のスケーリング則のみならず,水平平板
間中央付近の乱流に観測される,エネルギー スペクトル関数の  -3/5 乗則およ




である (Eckhardt et al. 2008参照). 近年この亜臨界遷移問題に力学系理論に基づ
くアプローチがなされ,遷移現象の理論的記述が大きく進んでいるが (Eckhardt
et al. 2008参照) , 乱流遷移レイノルズ数のナビエストークス方程式からの演繹
は依然として達成されていない.本研究ではこの問題へのアプローチの第1歩
として,乱流遷移初期段階に現れる過渡乱流 (有限寿命を有し,最終的には層流




モクリニック タンジェンシーとして臨界的に表すことが可能である (Grebogi et
al. 1993) . エッジ状態とは,位相空間において層流と乱流との吸引領域境界に位
置する不変解であり,不変解とその安定多様体とが乱流あるいは過渡乱流を層
流から分かつ境界を与える.平面クエット流においては周期的エッジ状態が既に
発見されていることから (Kawahara &Kida 2001) , この周期的エッジ状態のホモ
クリニック軌道を探索した.その結果,最低レイノルズ数で互いに異なる1対の
ホモクリニック軌道が最初に現れる第1 ホモクリニック タンジェンシーが,壁
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